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高松市のシンボルとも言うべき高松城は、1588(天正16)年に生駒親正によって築城され

た城郭です。設計は、かの黒田如水とも言われています。北の守りを内海にゆだね、南方に

大手を構えて城下町が展開する「後堅固」の典型的な水城です。豊前の中津城、伊勢の津城

とともに日本の二人水城と称されています。 「讃州讃岐の高松様の城が見えます波の上～」

と歌われているように、瀬戸の沖ゆく船から見ると、まさに波間に漂う楼閣に映ったことで

しょう。また、高松城は、万葉の歌人柿本人麻呂の歌 「玉藻よし 讃岐の国は国からか～」

の枕詞にあやかって 「玉藻城」とも呼ばれています。

生駒氏の後に高松に入封した松平氏は、御三家水戸徳川家の出自であり、江戸三百諸侯の

中でも別格の存在でした。幕府から中四国の監察役を命じられていたと言われており、その

居城である高松城は中四国におけるおさえの城としてさらなる拡張、発展をとげました。そ

れに伴い、城下町も発展をとげ、現在の高松の基礎となりました。

今回の調査で確認された作事丸も、生駒時代には町屋であった場所で、松平氏の修築によ

って新たに城郭内にとり込まれた部分です。作事丸とは、現代風に言い換えると、工事現場

事務所です。城郭の拡張、修築工事においては、この場所で数多 くの工事現場の指揮がとら

れたことでしょう。高松城の発展、ひいては高松の発展の源と言える場所です。

明治以降、城郭の建物の多くは破壊され、堀は埋め立てられ、現在は内郭を残すのみとな

っている高松城ですが、緑したたる松樹や自亜の櫓が水面に写る美しい玉藻公園として市民

の憩いの場となっています。国の史跡にも指定され、整備も進められています。今後も、祖

先から受けついだ貴重な文化財を正しく理解し、より良い形として後世に残し、活用してい

きたいと思っています。

最後になりましたが、今回の調査に際し、多大なご理解とご協力をいただいた財団法人松

平公益会に深 くお礼申しあげます。

平成H年 3月

高松市教育委員会

教育長 山 口 寮 式
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1,本書は、(財 )松平公益会の事務所改築に伴う埋蔵文化財調査報告書で、高松市玉藻町に所在す

る高松城跡(たかまつじょうあと)の調査報告を収録した。

2.調査および整理作業については、高松市教育委員会において実施し、費用については、(財 )松

平公益会が全額負担した。

3.調査にあたって下記の関係諸機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意を表したい。

香川県教育委員会  (財 )香川県埋蔵文化財調査センター  高松市公園緑地課

地元自治会

東信男(丸亀市教育委員会) 片桐孝浩((財)香川県埋蔵文化財調査センター)

塩崎誠司(香川県教育委員会) 丹羽祐―(香川大学)

4.調査から報告書作成に至るまで下記の方々の協力を得た。記して謝意を表したい。

末光甲正 。中西克也(讃岐文化遺産研究会)

山内康郎・信吉純恵(徳島文理大学院) 坂東祐介(徳島文理大学)

川部浩司(花園大学) 十河佐千子・吉本和哉(香川大学)

5,本遺跡の調査は、試掘調査を平成 9年 6月 23日～ 6月 26日 まで文化振興課文化財専門員山本英

之が行い、本調査を平成 9年 11月 20日～12月 25日 まで同文化財専門員大嶋和則が行った。整理作

業は、上記の学生の協力を得て大嶋が行った。

6。 本報告書の執筆は、大嶋 。川部が行い、編集は大嶋が行った。執筆分担は下記のとおりである。

大嶋……第 1章、第 3章、第 4章

川部……第 2章

7.本文の挿図中で国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「高松北部」「高松南部」を一部改変

して使用した。

8.発掘調査で得られた資料のすべては、高松市教育委員会で保管している。活用されたい。

9, 本書で用いる略号は次のとおりである。

SA…礎石列   SB… 礎石建物   SK… 上坑   SP… 柱穴
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第 二早 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯
平成 9年 5月 (財 )松平公益会事務所改築に伴い、埋蔵文化財の所在の有無の照会が高松市教育委

員会に対してあった。当地区は、高松城跡の史跡指定地範囲外であるが、明らかに高松城跡の東ノ

丸に位置するため、当初から埋蔵文化財の包蔵地であることが想像できた。ただし、調査地は市街

地であり、また、明治時代においては、陸軍省の建物などが建築されたこともあり、地下遺構の残

存状況が悪く、調査の対象とならない場合も想定できた。このため、埋蔵文化財の有無、残存状況、

遺構密度、遺構面数、掘肖」土量などを知るため、試掘調査を行い、その結果から本調査の必要性の

有無、調査にかかる期間・費用などを検討することで(財)松平公益会と合意した。

試掘調査は、高松市教育委員会が高松市内遺跡調査事業として平成 9年 6月 23日～ 6月 26日の間

で行った。調査については、山本があたった。試掘調査の結果、 3面におよぶ整地面が確認された

ほか、築地塀の基礎と思われる石列を検出し、コンテナ19箱分の遺物が出上した。石列は、高松城

東ノ丸における具体的な施設の様子は、明治期の絵図等、一部の資料を除いてほとんど知られてな

いことから、高松城の城部施設の変遷を明らかにする上では重要な遺構である。加えて、周辺では、

香川県民ホール、香川県歴史博物館(建設中)等の建設に伴い、香川県教育委員会、(財)香川県埋蔵

文化財調査センターがこれまで発掘調査を実施してきており、数次にわたる東ノ丸石垣の変遷、艮

櫓、鹿櫓の礎石・礎石建物等を明らかにしており、関連する遺構が存在する可能性も高い。以上か

ら改築予定地全面について何らかの保護措置が必要であると考えられた。

この試掘調査結果をもとに、再度、(財)松平公益会と協議を行った結果、平成 9年10月 8日 に、

高松市教育委員会と(財 )松平公益会の間で、事務所改築前に発掘調査 (記録保存)を行い、それに

かかる費用については(財 )松平公益会が全額負担する旨の協定書を締結した。事務所改築について

は、平成10年 1月 から行うため、平成 9年中に調査を行うことで合意した。

第 2節 調査の経過
前述のような試掘調査結果、協定書の締結を受け、平成 9年11月 17日 ～12月 22日の間で本調査を

実施した。調査面積は事務所建坪全域の約300∬である。

調査の経過は次の調査日誌のとおりである。

調査日誌抄

平成 9年 ■月17日 (雨 )

11月 20日 (晴 )

12月 1日 (晴 )

12月 2日  建曇)

本日より作業開始。

第 3遺構面遺構検出作業。礎石、土坑などを検出。

第 3遺構面完掘。

第 4遺構面まで包含層(整地上)掘削。

-1-



Ｆ
ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ12月 5日 (晴) 第 4遺構面遺構検出作業。 8日 にかけて遺構掘削。

12月 9日 (曇) 第 5遺構面まで包含層(整地上)掘削。掘削中に瓦列検出。

12月 10日 (曇) 瓦列出土状況作成。

12月 15日 (晴) 第 5遺構面遺構検出および遺構掘削。

12月 16日 (晴) 第 5遺構面完掘。

12月 20日 (曇) 瓦列周辺の瓦とりあげ。

12月 22日 (曇) 撤収作業。埋め戻し等を行い、調査終了。

発掘調査従事者

岩田  明   喜岡  茂   桜又 愛子   高木 繁夫   武重美智代

千馬 正弘   千馬由紀子   信吉 純恵   坂東 祐介   藤原登美子

松内 朝彦   光本 邦子   山内 康郎

第 3節 整理作業の経過
整理作業は、発掘調査終了後に、古高松現場事務所で行った。基礎整理を平成 9年度中に、実測

から報告書作成については平成10年度において実施した。整理作業の経過は次のとおりである。

整理作業行程表

平 成 10年 平成■年

2 3 5
食
υ 7 8 9 10 12 1 2 3

基礎整理

実  測 | 

―

十 

一

‐一‐一
トレース

原稿執筆 |―
―

編  集

整理作業従事者

川部 浩司  十河佐千子  信吉 純恵  坂東 祐介  山内 康郎  吉本 和哉

|

L
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第 1図 調査地位置図
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二早 地理的・歴史的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に、低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側

が南から五色台へと続く山地、東側が立石山山地によつて取り囲まれた東西20km、 南北16kmの範囲

に及んでいる。いずれの山地も花闇岩の上に緻密で侵食を受けにくい安山岩がキャップロックと呼

ばれる形でかぶさっており、そのため侵食解析から取り残された台状の平坦面を有する山地 (メ サ)

あるいは孤立丘 (ビュート)と なっている。西側の五色台は、平坦な頂部をよく残しており、屋島

もまた同様に解析から取り残された台地である。東側の立石山山地はこれらより解析が進んでおり、

紫雲山・白山・由良山などの多数の孤立丘とともに高松平野の自然景観を特徴付けている。

高松平野は、これら侵食が進んだあと、沖積世に入ってから堆積されて形成されたもので、讃岐

山脈から流下し、北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川を主体として本津川・春日川
。新川などによっ

て運搬された堆積物により緩やかな傾斜の扇状地を形成している。

高松城は、高松平野 (沖積地)の先端に位置し、現在の高松市街地は城下町として発展してきた。

市街地形成前の旧地形は、石清尾山塊の東麓に所在する栗林公園 (藩主松平氏の庭園)の周辺地名

に「室町」があることから、この付近まで入り海であったと考えられる。このことは、南海通記の

『讃州高松府記』に、「香河郡箆原郷に究境の地あり、住古より河水の流れ久しく海中に入りて地

より八町沖に自砂集まり、須賀を生じ野原の庄に相続き、西浜・東浜とて漁村有り、又郡中に山あ

りて南北に横たわる。 (中略)この山大江の東なれば江東のはなという也。この山と西浜の中間潮

入りにて坂田室山の下まで入り海也。東は野方口坂田中河原まで潮のさし引きあり、中筋十八町白

砂海中に入ること一筋の矢のごとし、故に箆原と名付也。」とあることからも伺える。

近年の都市化の波に市街地は郊外に広がり、道路網の整備等、内陸部にも開発の区域が広がって

おり充実してきたといえる。

高松平野では、昭和60年代に入って高松東道路建設 。太田第 2土地区画整備事業・空港跡地再開

発などの大規模プロジェクトに伴い埋蔵文化財の確認調査ならびに発掘調査の件数が飛躍的に増大

したことにより遺跡数も増加の一途を辿っている。今後、未確認遺跡の把握と保護に加えて、これ

までの調査成果を時間的・空間的に結び付けて高松平野の歴史的環境の変遷を復元する作業が新た

に必要となっている。

高松平野で最古の遺跡は旧石器時代に湖り、久米池南遺跡、雨山南遺跡等の遺跡が知られている。

縄文時代については、大池遺跡が以前から報告されており、また、近年平野部の発掘調査によっ

て縄文晩期を中心とした遺跡確認例の増加が際立っている。

弥生時代になると、前期の遺跡は小範囲にかたまって点在しており、中期には遺跡の規模が増大

し、平野縁辺部や丘陵上には高地性集落が営まれるようになる。後期になると遺跡の数、規模共に

爆発的に増加する傾向が見られる。

古墳時代では、弥生時代後期から古墳時代初期に至るまで集落が存続している遺跡もあり、弥生

から古墳への過渡期を示す資料を知ることができる。また、古墳時代全般を通して集落
。生産遺跡

の遺跡数は希薄であり、このことは、古墳の造営が全市域的に盛んであるのと対照をなしており今

後古墳の造営母体となるべき集落域の解明が重要な課題となるものと思われる。古墳としては、発

生期と考えられる鶴尾神社 4号墳などを皮切りに、石清尾山塊では猫塚、石船塚等から成る前期の
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古墳として有名な石清尾山古墳群が築造された。その後ほぼ古墳時代全期間を通じて地域単位で断

続的に展開している。

古代では条里遺構と古代寺院跡が注目される。条里遺構の多くは古いものでも平安時代から鎌倉

時代、多くは近世以降の遺物を含み一般に条里の施行期とされる奈良時代とは時期的に隔たってい

るが、溝の存続期間と遺構としての埋没時期の関係など、検討すべき多くの問題をはらんでいる。

古代寺院跡としては、寺院跡の中のいくつかには地域単位の後期古墳群の分布と一致する傾向が強

いことから、古墳時代後期から古代への転換期に地域単位の造墓集団が寺院建築への転向を図った

ものと考えられる。

近世以降では、旧河道が埋没していく過程の凹地に小規模な区画の水田面が見られる出土検出例

があり、その後現在に至るまで連続して水田層の堆積が確認されることから、この時期までに現在

の地形環境がほぼ形作られていたことが推測される。また、平野部北側に所在する遺跡の希薄性か

ら見れば、栗林公園―松縄―古高松あたりが旧海岸線として少なくとも奈良時代頃まで同一の地形

を呈していたと考えられる。しかし、旧海岸線は徐々に陸地化が進んで行くのであるが平安時代末

期に箆原郷と呼ばれ皇室御領の荘園安楽寿院領となり、鎌倉時代には大覚寺の荘園となったとされ

ている地は、徐々に中洲が発達していったことが考えられる。

豊臣秀吉の四国征伐により、天正13年 (1585)長曽我部元親が降伏し、讃岐は仙石秀久・十河存

保に与えられ、その後尾藤知宣の領国となったが、天正15年 (1587)生駒親正が入封し、讃岐17万

石を領した。高松城は、翌天正16年 (1588)か ら築城を開始し、数力年を要して完成させた大規模

な水城であり、城の南側には城下町が形成された。築造は、地形状況から安定した中洲を利用して

おり、ある程度の土盛造成で城郭を形成しうるまで中洲の発達が見られる。高松城は、北の守りを

内海にゆだね、南方に大手 (旧太鼓門)を構えて城下町が展開する「後堅固」の典型的な水際城で

ある。堀には海水が導かれ、天守閣 。ニノ丸 。三ノ丸 。帯曲輪などの配置は城郭史上特色のあるも

のである。

寛永19年 (1642)には生駒氏に代わって讃岐に入封した松平頼重が、城郭の改修・新築を行って

いる。これらの造成によって三ノ丸は北と東へ拡張し、東ノ丸が造成された。この造成によってで

きたのが月見櫓 。続櫓・水手御門・渡櫓等であり、水手御門からは直接海への出入りができるよう

になっていた。しかし、明治37年 (1904)の埋立により、高松城の北側は海から離れてしまうとい

う状況になり、現状では、本丸 。ニノ丸 。三ノ丸・桜馬場 。内堀 。中堀の一部しか残されているに

高松城の発掘調査は、高松市教育委員会をはじめ、香川県教育委員会や財団法人香川県埋蔵文化

財調査センターによって、現在まで17次を数える。また、紺屋町遺跡等の発掘調査により、城下の

町屋の一端を知る上でも貴重な資料を提供しており、これらの地道な調査によって、高松城及び周

辺の状況が小規模ながらも明確になってきた。しかし、まだまだ不明な点も多く、更なる調査研究

を必要としているのが現状であり、今後の調査成果に大きく期待したいものである。

(参考・引用文献〉

香川県教育委員会『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』 1987.3

高松市教育委員会「史跡高松城」『高松市文化財調査報告書』 1991.3
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1.史跡高松城跡

5.石船塚古墳

9.稲荷山 5号墳

13.稲荷山北端 4号墳

17.奥ノ池 1～ 23号墳

21.東中筋遺跡

2.紺屋町遺跡

6.石船塚東方古墳

10.稲荷山北端 1号墳

14.稲荷山姫塚古墳

18.室山城跡

22.鹿原遺跡

3.中ノ村城跡

7.稲荷山 3号墳

11.稲荷山北端 2号墳

15.稲荷山 4号墳

19.松並中所遺跡

23.天満宮西遺跡

4.北大塚北方 1号

8.稲荷山 2号墳

12.稲荷山北端 3号

16.稲荷山 1号墳

10.西ハゼ土居遺跡

24.松縄城跡

第 3図 周辺遺跡分布図

丘
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二早 調査の成果

第 1節 調査地点の位置
当該調査地点は、史跡高松城の東側に内堀を隔てて隣接する。現在は、史跡指定地外として民間

家屋や公共施設が立ち並んでいるが、松平家入封後の1670年代に東ノ丸として新たに城郭内に取り

込まれた区域にあたる。

東ノ丸の縄張りは、これまでに残されている数面の城内図や周辺部での発掘調査成果から類推す

ることができる。城内図のうち『高松城内図』は、製作年代が不明ながら、三ノ丸の拡張部および

東ノ丸が描かれていることから、これら新郭の造成後のものと考えられ、絵図中に書き込まれた敷

地の間数も東ノ丸復元の参考となる。『高松城内図』では、東ノ丸の東西は47間 (34.6m)と 記さ

れている。東ノ丸の東辺は、現在建設が進められている香川県歴史博物館の予定地内にフェリー通

りから西約20mの部分で確認されていることから、これより東ノ丸西辺の位置を逆算すると、ほぼ

現在の内堀の等辺が東ノ丸の西辺と考えてよいと思われる。また、県民ホールの建設に伴う発掘調

査の際には、敷地の西端付近で鹿櫓から南へ続く石垣を確認しており、この延長が現在の内堀東辺

に当たることも先の推定とは矛盾しない。

なお、東ノ丸は北寄り56間 (100。 8m)が米蔵丸、南寄り30間 (54m)が作事丸であったことから、

調査箇所はこのうち作事丸の北半にあたるものと思われる。

一方、東ノ丸造成前の様子は『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図」 (寛永16/1639年頃)によって

うかがうことができる。これによると東ノ丸造成の際に三ノ丸は東に20間拡張され、これに伴って

東内堀も東寄りに新たに掘削されたと考えられるため、生駒時代には「いほのたな (魚屋)町」の

西列にあたり、さらに西側の蔵屋敷、武家屋敷の家並は現在の内堀に相当すると思われる。

以上から、調査地は生駒期にあたっては高松城外 (いほのたな町)、 松平氏による東ノ丸築造以

後については東ノ丸内の作事丸北半付近と推定できる。

(参考文献〉

真鍋昌宏他  『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』香川県教育委員会 1987

次田吉治他  『高松市歴史資料館常設展示図録」高松市歴史資料館 1993

森下友子  「高松城下の絵図と城下の変遷」『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅳ』

(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1996

第 2節 試掘調査結果
試掘 トレンチは、 (財)松平公益会敷地内御廟前庭部分の概ね新事務所の建設予定範囲内に 4本

を設定した。このうち第 3・ 第 4ト レンチについては撹乱が著しく、遺構は検出できていない。

第 2ト レンチでは上層から、第 1層表土層 (10cm)、 第 2層焼土層 (10cm)、 第 3層褐色砂礫層

第
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(20clll)、 第 4層黒色シル ト層 (20cIIl)、 第 5

～ 7層瓦片を含む客土層 (各 10cm)、 第 8層褐

色砂礫層 (50clll)、 第 9層海砂利層の堆積が見

られた。第 2層は第 2次大戦の際の高松空襲に

よる焼土層、第 3層は遺物から明治以降の客土

層と考えられる。第 4層は埋土中に大量の瓦の

廃棄が見られ、第 4層を除去した面 (第 5層上

面)には石列状の遺構が見られた。第 5・ 6・

7層の客土層上面では遺構を確認できず、遺構

面となるか単なる地行 (整地)のための客土層

かは不明であるが、周辺の調査例から遺構面に

なり得る可能性は高いといえる。第 3・ 9層は

海岸の自然堆積層である。

第 2ト レンチの第 5層上面で確認された石列

は、南北に延長約 8m、 幅約80clllの掘削範囲の

西壁に沿って確認された。人頭大からlmほど

の安山岩または花闇岩の自然塊石を長辺を南北

にそろえて一列に配したもので、 トレンチ全域

にわたっていた。石材の上面は必ずしも平坦で

はなく、高さも石材ごとにまちまちであったた

め、建物の柱を受ける礎石ではない。

石列の東側には人頭大の塊石が散乱しており、

石垣の控え積みとも考えられたため、一部西側

に拡張して石列西面の並びを確認したところ、

西側には石塊の散乱は見られず、ほぼ西側の面

をそろえているように見受けられた。また、石

材は検出された石材一段のみで石垣状の段築は

見られなかった。石列の西側約80cmの ところで、

東に面を合わせた石材 1点が出上したが、石材

の標高が石列と異なっているため、石列と関連

を持つ可能性は低く、また、石列との間の埋土

は堅く締まって安定的であることから排水路の

護岸石とも認められない。状況から築地塀の基

礎等に用いられた石列と考えられる。

遺物については、第 1ト レンチからコンテナ

5箱、第 2ト レンチから19箱が出上した。大部

0         1m
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分が瓦片で、若千の染付、橋鉢片等の雑器類が混じる。

以上から、改築予定地全面について保護措置が必要と考えられた。

第 3節 基本層序と調査の概要

調査区内は撹舌しが多く、調査区の北壁のみ良好な土層堆積状況を確認することができた
ので北壁

の上層断面で基本層序とした。試掘調査で確認された表土は約10cIIIの堆積があるが、調査前に構造

物の基礎撤去時に景1ぎ とられていた。本調査での第 1層 は、高松空襲による焼土層で、埋土中には

瓦片を多く含む。第 2層は黄灰色シルト質極細砂層で、埋土中の遺物より大正～昭和初期のものと

思われる。第 3層は灰黄色シル ト質極細砂層で、瓦および礫を多く含み、明治のものと考えられる。

第 4層は炭 。焼土・瓦を多く含む黒色粘土層で幕末頃の堆積層と思われる。第 5層は黄灰色粘土層

で整地上層と思われる。第 6層のにぶい黄色の礫層、第 7層の灰色細砂層についても整地上層と思

われる。第 8層 は黄灰色細砂層で、海岸部の自然堆積層であると思われる。

|

L=1500m

L=1.500m

焼土(瓦を多く含む)・ 高松空襲

25Y5/1黄灰 シルト質極細砂…大正～昭和初期

25Y6/2灰黄 シルト質極細砂(礫・瓦を多く含む)。明治

10YR2/1黒  粘土(炭・焼土・瓦を多く含む)。 幕末～明治

25Y5/1黄灰 粘土…幕末

25Y6/3にぶい黄 礫…江戸後期

7 5Y5/1灰 細砂…江戸中～後期

8 25Y6/1 細砂…東ノ丸築造以前

a 10R2/2黒褐 粘土

b 2.5Y7/2灰 黄 粘土(炭多く含む)

c 25Y7/3浅黄 シルト質粘土(炭多く含む)

d 25Y4/1黄灰 シルト質極細砂

0        5m

f

g

25Y7/3浅黄 粘土

25Y6/3とこおミヽ 黄ヽ  礫

2_5Y5/2黄 灰 ンルト質極細砂

第 5図 調査区北壁土層断面図

-10-

L



遺構面は 6面を数える。第 3層上面、第 4層上面、第 5層上面、第 6層上面、第 7層上面、第 8

層上面である。第 3層上面は明治23年以降の遺構面、第 4層上面は幕末～明治、第 5層上面は19世

紀、第 6層上面は18世紀後半、第 7層上面は17世紀末から18世紀前半、第 8層上面は東ノ丸築造

(1671年)以前と考えられる。それぞれを第 1～第 6遺構面とする。第 4遺構面については、第 6

層の整地上層が北半のみしか存在していないため、北半のみにおいて存在する遺構面である。

遺物は調査区全体でコンテナ50箱分出上した。そのほとんどが瓦片であり、わずかに上師器や陶

磁器類が出土したに過ぎず、このため、詳細な年代決定を困難にしている。

以下、各遺構面について述べていく。
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第 4節 第 6遺構面
遺構は確認できなかったが、第 8層 (海砂利層)の上面を第 6遺構面とした。調査地北側の県民

ホールの調査で15世紀頃の火葬墓群が検出されている面と同一面であると思われる。海砂利層が堆

積していることから、築城以前は海浜部であったことがうかがえる。なお、上層の遺構や包含層中

には弥生後期の甕および製塩土器が数点混入していた。周辺の調査例でも同様に弥生土器が出土し

ていることからも、周辺に弥生の遺跡が存在する可能性を示唆するものである。

第 5節 第 5遺構面
灰色細砂の整地上層 (第 7層)上面において検出した遺構面である。出土遺物の大半が瓦である

ため詳細な年代決定はできないが、松平氏による東ノ丸築造 (1671年 )以降で、17世紀末～18世紀

前半頃の遺構面と思われる。検出遺構としては、土坑12基、溝 1条、ピット26基、礎石、瓦列状遺

構がある。

瓦列状遺構

調査区の西端部分において南北に細長く瓦が密集した状態で検出した遺構である。幅約 lm、 検

出部分の長さ約17.5mを測り、南側は攪乱のため不明であるが、調査区の北壁に瓦が見えているこ

とから、少なくとも北側には遺構が延びることがうかがえる。上層の整地上層や上層遺構および現

代の攪乱等により削平を受け、残存状況は極めて悪いが、比較的残存状況の良好な北半部分におい

てその全容を推測することができる。遺構の東西両側には、凹面を外側に向けた状態で平瓦を二枚

重ねて南北方向に立ち並べ、さらにそのつぎ目部分の外側には凸面を外側に向けた状態で軒丸瓦を

瓦当面を上に向け立てらせている。東西両側面から見ると、平瓦と軒丸瓦が交互に所在するように

見える。つまり、屋根に瓦を葺いた状態を呈している。瓦列は、調査区の西側に隣接する内堀に平

行して構築されている。

東西の瓦列の内側には瓦が大量に出上した。軒平瓦、軒丸瓦、平瓦、丸瓦と混在した状況で出土

しているが、平瓦が多い。残存状況の良好な部分では、瓦は数箇所にわたつて約80cmの円形に集積

して廃棄されていることがうかがえ、さらにその瓦溜りと瓦溜りの間は約80clll間隔となっており、

規則的な廃棄をしていたことも考えられる。特に瓦溜り 5・ 8・ 9において顕著である。

遺構の用途については、排水溝等の用途も考えられたが、内堀に平行して構築されていることか

らその可能性は低いと考えられる。調査区北壁の上層断面では、瓦列状遺構部分は台形状に盛土さ

れていることがうかがえ、盛土は 3層に分層できた。まず下段に黄灰色シル ト質極細砂層を20clll盛

上し、中段にはにぶい黄色の礫層を10cm盛上し、さらに上段には浅黄色粘土層を10cm盛上している。

また、盛上が不十分であったためか数箇所で瓦列が倒壊していたが、瓦はすべて外側に向けて倒壊

している。以上から、瓦列状遺構は地表面に露出して構築された一間幅の構造物と考えられ、現段

階では築地塀の基礎としての用途を考えたい。

瓦列状遺構出土遺物は第11～50図に掲載した。出土遺物は瓦がほとんどで、遺構全体で
コンテナ

に
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約30箱分出上した。瓦以外の遺物については、土師器や陶磁器の細片が数点出上しただけである。

1～ 57は東西に立ち並ぶ平瓦、58～ 77は平瓦のつぎ目に所在した軒丸瓦、 78～ 1401ま瓦溜り出上の

瓦、141～ 158は遺物検出時および遺構周辺で出上した瓦である。いずれの瓦もやや小振りな感じも

受ける。供伴する遺物が無いため、詳細な時期は不明であるが、整地上による造成面上に設けられ

た遺構であり、生駒期まではさかのぼらず、松平氏による東ノ丸築造以後のものと考えられる。

礎石

瓦列状遺構の東側に隣接して 2つの礎石を検出した。礎石501と礎石502である。 礎石501は安山

岩で、長辺50cm、 短辺30cmの南北に長い長方形を呈する。 礎石502は花闇岩で長辺90clll、 短辺50cm

の南北に長いややいびつな長方形を呈する。石材、規格の違いから、同一建物の礎石とは考えがた

ヽヽ。

礎石501の北側には礎石と同じ安山岩の小石材が 3点並んで所在している。礎石501および小石材

の並びが瓦列状遺構に平行していることから、小石材を礎石とした建物が考えられなくはない。

一方、 礎石5021こ ついては、他に対になるような石材が検出されていないため、建物の復元はで

きない。

SK-509

調査区の南西部分で検出した土坑である。 長さ7.3m、

最大幅2.lmを測り、蛇行したした溝状を呈する。 土坑の

南端部分は一段高くなっているものの、全体にやや深いレ

ンズ状の断面形態となっている。埋土は黒褐色粘質シル ト

層の単層で、深さ25cmを測る。遺物はコンテナ 3箱分出土

しており、瓦が大半を占め、土師器の小片を数点含む程度

である。

図示できるものを第52～54図に掲載した。159～ 162は平

瓦である。 両面とも丁寧にナデが施されている。163は軒

平瓦である。164～ 1691ま軒丸瓦である。瓦当面の巴文はや

や太く短いつくりになっている。170～ 173は丸瓦である。

全体に小振りで玉縁も短い。詳細な時期は不明である。

L=1.500m

0          1m

l10Y R3/1 黒褐 粘質シルト

第51図  SK-509断面図
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第 6節 第 4遺構面
にぶい黄色の礫層の整地上層 (第 6層)上面において検出した遺構面である。第 6層は調査地の

北半だけに堆積が認められた整地上層であるため、この面での検出遺構は北半にかたよって分布し

ている。検出遺構としては、土坑 4基、ピット13基を数える。遺構出土遺物および包含層出土遺物

ともに瓦の小片のみで、遺構面の時期決定は難しいが、上層・下層遺構面の年代観から、概ね18世

紀後半のものと考えられる。

SK-401

調査区の北西端で検出した上坑である。平面形態は楕円形を呈し、長径80cm、 短径70cIIl、 深さ25

cmを測る。埋土は褐灰色粘質シル ト層の単層で、断面形状は逆台形を呈する。

出土遺物は瓦の小片が多いが、備前焼の信鉢が 1点出上した。 第56図174である。内面の信目は

粗いが密である。外面はヨコナデである。

L=1.500m

W          E

SK-402

調査区の】ヒ東部で検出した上坑である。 平面形態は短い溝状を呈し、長辺1.2m、 短辺40cm、 深

さ20cmを測る。埋上は褐灰色粘質シル ト層の単層で、断面形状は逆台形を呈する。遺物は出上して

いない。

0           1m

l10Y R4/1 褐灰 粘質シル ト

第55図  SK-401断面図

SK-403

調査区の北東端で検出した土坑である。平面形態は長方形を

呈し、長辺70cm、 短辺55cm、 深さ30cmを測る。埋土は褐灰色粘

質シル ト層の単層で、断面形態は逆台形を呈する。埋土中から

は漆喰の小片が多量に出上した。

遺物は、瓦片を中心にコンテナ 1箱分出上した。図示できた

ものを第58～ 60図に掲載した。 175。 183・ 184は平瓦である。

両面にナデが施されている。176は軒平瓦である。 177～ 1811ま

丸瓦である。丸瓦は長さ21～24cmと全体に小振りである。凹面

174

0                 10cm

第56図  SK-401出土遺物実測図

L=1.500m

S

0          1m

l10Y R4/1 褐灰 粘質シル ト

第57図  SK-403断面図
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はコビキB・ ゴザロ・ナデが認められ、凸面はナデである。 179の凸面には漆喰が付着していた。

182は桟瓦である。185は備前焼の鉢で内外面ともナデが施されている。18世紀後半以降と考えられ

る。
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0             10cm

第60図  SK-403出土遺物③

SK-404

調査区の北東部分で検出した上坑である。 平面形態はややいびつな長方形を呈し、長辺2.2m、

短辺1.4m、 深さ20911を測る。 埋土は褐灰色粘質シル ト層で、断面形態は逆台形を呈する。底面で

ピット1基を検出した。

出土遺物は無く、時期不明である。
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第 7節 第 3遺構面
黄灰色粘土層の整地上層 (第 5層)上面において検出した遺構面である。現代の攪乱によって遺

構面の大部分が削平を受けているものの、多数の遺構が見られ、さらに瓦を中心とした遺物も多量

に出上した。検出遺構としては、礎石建物 1棟、礎石列 1列、土坑23基、溝 5条、ピット多数であ

る。遺構面を厚く覆う炭・瓦片を多量に含んだ黒色粘土層内から明治初期の陶磁器が出土すること

や、第 3遺構面の遺構内出土遺物の時期から19世紀前半～幕末の遺構面と考えられる。

SB-301

礎石305～ 313で構成される礎石建物である。攪乱等により抜き取られており、 9個の石材が現存

するのみである。礎石に使用された石材が花闇岩であるためか、各所にひび割れが多く目立ち、礎

石308については、粉々に砕けてしまっている。 礎石の大きさは、最大のもので長辺90cm x短辺40

cm、 最小のもので長辺60cm× 短辺40cmで、長方形を呈するものが多い。南北方向に長軸を向けて据

えているものが多い。礎石の加工については、柱を支える上部のみで、他の面についてはほとんど

加工されていない。礎石の上面は平坦面に仕上げ、中央部分には径 5 cm、 深さ 3 clllのほぞ穴が穿た

れており、柱を支えていた場所を特定することができる。礎石のほぞ穴とほぞ穴の間隔の最大公約

数は約 2mと なっており、柱間一間は2mと考えられる。 柱間 2mと考えると、 SK-312・ SK

-320等については、この礎石建物を構成する礎石の抜き取り穴と考えることができる。

残存する 9個の礎石および抜き取り穴の配列から推定すると、調査区の南側にさらに礎石が存在

する可能性もあり、東西 2間 (約 4m)× 南北 8間 (約16m)以上の南北に細長い建物を復元する

ことができる。

抜き取り穴等からの遺物の出土は無く、時期は不明である。

SA-301

礎石301～ 304で構成される礎石列である。 SB-301の北側約 2mの位置に同一方位で東西に 4

個、約 lm間隔に並んだ礎石列である。 SB-301の 西辺延長部分にSA-301の 西端礎石がそろう

ように存在するが、東端はSB-301の東辺より約 lm、 柱間にして一間分内側に入る。 礎石は最

大のもので、長辺55clll× 短辺25clllの長方形を呈し、SB-301を構成する礎石に比べ小さい。また、

長辺を東西に向けている点もSB-301と は異なる点である。 礎石は加工痕もほとんどなく、ほぞ

穴も見られない。

SA-301に伴い建物になるような礎石は北側および南側に認められない。 南側に関してはSB

-301が所在するため礎石が認められないと考えられるが、 ゴヒ側については十分にそのスペースが

存在したと思われる。調査区外に逃げることも予想されるが、SA-301の柱間 (lm)およびSB

-301の柱間 (2m)の間隔では北側に礎石は見られない。また、礎石304の西にさらにもう 1点礎

石が存在したことも考えられ、 SB-301の 建物に付随する施設であった可能性も十分考えられる。

しかしながら、現状では礎石の規模および加工等の違いから別の遺構とした。

遺構の時期としてはSB-301と 同時期と思われるが、同様に詳細な時期は不明である。
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SK-302

調査区の北端で検出した上坑

である。平面形態は円形を呈し、

直径50cIIl、 深さ20cmを測る。埋

土は黒褐色シル トの単層で、断

面形態は逆台形を呈する。

出土遺物は第62図の肥前系陶

器碗である。内外面ともに暗褐

色の釉が施され、高台無釉とす

る。

SK-304

調査区の北端、SK-302の南

側で検出した土坑である。平面

形態は円形を呈し、直径70cm、

深さ15clllを測る。埋土は黒褐色

シル ト層の単層で、断面は北肩

が二段落ちになっている。

出土遺物は、瓦の小片ととも

に第64図 187の肥前系陶器碗が

出上した。内外面とも暗灰黄色

の施釉、高台無釉とする。内面

には重ね焼の痕跡が認められる。

SK-306

調査区の北端、 礎石301に切

られた状態で検出した土坑であ

る。平面形態は楕円形を呈し、

長径 lm、 短径75cIIl、 深さ30cm

を測る。埋土は黒褐色シル ト層

の単層で、断面形態は半円形を

呈する。

出土遺物中図示できたものは、

第66図188の備前焼播鉢である。

外面ヨコナデ、内面に 4本一束

の播目が認められる。横方向に

L=1.500m

E

0          1m

l10Y R3/1 黒褐シル ト

第61図 SK-302断面図

1 10YR3/1 黒褐シルト

第63図 SK-304断面図

L=1.500m

1 10YR3/1 黒褐シルト

第65図 SK-306断面図

0                10cm
i   f   i

第62図 SK-302出土
遺物実測図

0                1ocm

第64図 SK-304出土
遺物実測図

188

0                10C血

第66図 SK-306出土
遺物実測図

0          1m
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橋目を施していることから中世末の時期が考えられ、混入品である。

SK-307

調査区の北東端、 SA-301の下層で検出した土坑である。 土坑の東端は調査区外に延びるため

不明であるが、平面形態は蛇行した長方形を呈する。検出延長4.7m、 短辺2,7m、 深さ20mを測る。

埋土黒褐色シル ト層の単層で、埋土中に多量の漆喰の小片を含む。断面形態は浅い逆台形である。

遺物は出上していない。

SK-309

調査地の東半中央部で撹舌とに囲まれ

た状態で検出した土坑である。平面形

態は卵形を呈し、長径90clll、 短径60cIIl、

深さ20cmを測る。埋土は黒褐色シル ト

層の単層で、断面形態は逆台形を呈す

る。

瓦片が中心であるが、肥前系の染付

碗が1点出上している。第68図189であ

る。体部外面に草花文を描き、口縁部

外面に 2条、口縁部内面に 1条圏線が

巡る。

SK-311

調査区の東半中央、 SB-301の 中央に位置し、 攪乱およびピットに切られた状態で検出した上

坑である。切り合いのため全体像は不明であるが、平面形態は隅丸長方形を呈していたと思われる。

長辺1.5m、 検出部分での短辺70cIII、 深さ20cmを測る。 埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態

は浅い逆台形を呈する。

出土遺物の多くは瓦片であるが、第70図190の上師器小皿が出上している。

し=1.500m

N

0       1m

l10Y R3/1 黒褐シルト

第69図 SK-311断面図

ゝ` 1~190

0               10cln

第70図 SK-311出土
遺物実測図

L=1.500m

E

0          1m

―

一
1 10YR3/1 黒褐シルト

第67図 SK-309断面図

｀`           ′/189

0                 10cm

第68図 SK-309出土
遺物実測図
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SK-312

調査区の東端中央部で検出した土坑である。 SB-301を構成する礎石311と礎石312の中間に位

置し、礎石の抜き取り穴と考えられる。東端は調査区外に延びるが、平面形態は卵形を呈する。検

出部分の長径90cm、 短径80cm、 深さ20cmを測る。埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態は逆台

形を呈する。

遣物は出土していない。

SK-316

調査区東半に所在するSB-301の中央、S

K-312の西に隣接した状態で検出した土坑

である。平面形態は楕円形を呈し、長径70cm、

短径55clll、 深さ35clllを測る。埋土は黒褐色シ

ル ト層の単層で、断面形態は逆台形を呈する。

遺物は瓦の他に瀬戸美濃系陶器皿が 1点出

上した。第72図191である。 内外面とも施釉

されており、外面にはトチン痕が見られる。

L=1.500m

W

0          1m

―

コ

1 10YR3/1 黒褐シルト

第71図 SK-316断面図

1

0                10cm

第72図 SK-316出土
遺物実測図

SK-320

調査区の東南部で検出した土坑である。 SB-301を構成する礎石307と礎石303の中間に位置し、

礎石の抜き取り穴と考えられる。 平面形態は長方形を呈し、長辺1.lm、 短辺45clll、 深さ20cmを測

る。埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態は逆台形を呈する。

遺物は出上していない。

SD-301

調査区の北西端で検出した南北方向の溝である。北側へ延びることが想定されるが、乱によって

不明である。流路方位はSB-301と 同一方位をとる。 最大幅 lm、 深さ20clll、 検出部分の長さは

3.2mである。 埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態は逆台形を呈する。

遺物は出土していない。

L=1.500m
SD-302

調査区の北東部分で SK-307に切られた状態で検出した溝

である。幅50clll、 深さ25cm、 検出部分の長さ2mを測り、弧を

描く。埋土は 2層に分層でき、第 1層が黒褐色シル ト層、第 2

層が褐灰色砂質シル ト層である。断面形態は逆台形を呈するが、

東肩が 2段落ちになっている。

遺物は出土していない。

E

0          1m

l10Y R3/1 黒褐シル ト
2 10YR4/1 褐灰砂質シル ト

第73図 SD-302断面図
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SD-303

調査区の東端中央で検出した東西方向の溝である。

溝は調査区外へ延びているため、東端は検出できてい

ない。最大幅1.7m、 深さ20cm、 検出部分の長さ4.6m

を測る。埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態は

浅い三角形を呈する。調査区東壁の溝底においてピッ

ト2基を検出した。

出土遺物は瓦片等、コンテナ 1箱分出上した。図示       ヒ__半__」
m

できたものを第75図に掲載した。 192は肥前系陶器皿       1 10YR3/1黒褐シルト
で、内外面ともに施釉されている。198は甕である。

外面にタテハケが施され、形態等から弥生後期のもの     第74図 SD-303断面図

と思われ、混入品である。194はサザエの殻である。

サザエは調査区内のいたるところで出上しているが、一番残りの良いものである。殻に突起が無く

瀬戸内海産のものと推定できる。

0                10cm

0                10Cn

く、
198

第75図 SD-303出土遺物実測図

SD-304

調査区の東端中央、 SD-303の南側で同一方位に流れる短い溝である。ピットに切られており、

幅40cm、 深さ20cm、 検出部分の長さ1.2mを測る。 埋土は黒褐色シル ト層の単層で、断面形態は半

円形を呈する。

0           1m

1 10YR3/1 黒褐シルト

第76図 SD-304断面図 第77図 SD-304出 土遺物実測図
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第77図195が出土した。平瓦あるいは瓦質の苺に似た形状である。通常の瓦に比べ、1.5～ 2倍 も

厚いつくりで、平坦である。内外面ともナデが施されている。

SD-305

調査区の南東端で検出した南北方向の溝である。 SB―

301を構成する礎石312・ 313の西側に接するように、 つま

りSB-301の 東辺内側に接するように流れており、 方位

も同一方位をとる。南端は調査区外へ延びるため不明であ

るが、】ヒ端は円形の上坑状を呈し、やや深い。幅40cm、 深

さ 5 cm、 検出部分の長さ5mを測る。北端の上坑状を呈す

る部分については径 lm、 深さ10cmを測る。埋土は 2層に

分層でき、第 1層が黒褐色シル ト層、第 2層が褐灰色砂質

シル ト層で、断面形状は浅い逆台形である。

出土遺物は瓦片を中心にコンテナ 1箱分出上した。図示

できたものを第79図に掲載した。196は瓦である。 通常の

0          1m

10Y R3/1 黒褐シル ト
10Y R4/1 褐灰砂質シル ト

X199

第78図 SD-305断面図

瓦より1.5～ 2倍程度厚いつくりである。 外面は巴文状の線刻が刻まれており、内面は粗雑なナデ

が認められる。道具瓦の一種と思われる。197は肥前系陶器碗である。内外面とも刷毛目が見られ、

施釉されている。 198は上師器小皿である。1991ま弥生後期の製塩土器で、混入品である。200はキ

セルの雁首で、太く短いつくりである。

:ラ

フ

198

00
200

】
‐‐釦
‐‐覧0                10cm

第79図 SD-305出土遺物実測図

第 8節 第 2遺構面
炭・焼土・瓦片を多く含む黒色粘土層 (第 4層)上面において検出した遺構面である。攪乱が著

しかったが、機械掘削中に遺構を検出した。遺構はピットが数基見られたのみで、土坑および礎石

などの主要遺構は見られなかった。ピットも散在しており、また撹乱も著しく建物には復元できな

い。明治初期の陶磁器を含む黒色粘土層の上面にあり、また、上層の遺構面の時期から明治前半の

時期が考えられる。

調査段階では明治時代以降の遺構面と考えられたため、機械掘削を行いながら遺物の集に努め、



詳細な調査は行っていない。

第 9節 第 1遺構面
灰黄色シルト質極細砂層 (第 3層)上面において検出した遺構面である。攪乱が著しいが、 1辺

40clllの正方形を呈する礎石を 6個検出した。昭和60・ 61年に香川県教育委員会が行った東ノ丸部分

でも同様の建物が検出されており、同時期の建物と思われる。明治23年以降の遺構面と考えられる。
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4章 ま と第

第 1節 周辺調査地および絵図との対応
高松城の発掘調査は昭和31年にさかのぼることができ、これまでに17次にわたる調査が行われて

いる。昭和31・ 46・ 49年の調査については、解体修理工事に伴うもので、本格的な調査は昭和60・

61年に行った県民ホールの建設に伴う調査以降である。近年、高松港頭地区再開発事業に伴う事前

調査が多いため、大規模な調査は城郭の西半にかたよる傾向にあるが、比較的早い時期の調査では

東ノ丸に集中している。昭和60・ 61年の香川県教育委員会による県民ホール建設に伴う調査 (以降

S60県教委調査)では、護岸用石垣 (下層石垣)、 礎石建物や東門、溝状石組み等が検出されてい

る。東ノ丸内の米蔵丸に比定できる。平成 6・ 7・ 8年の (財)香川県埋蔵文化財調査センターに

よる県立歴史博物館建設に伴う調査 (以降H7県埋文センター調査)では、礎石建物跡、石列状遺

構、石組み溝、井戸、水溜状遺構等が検出されている。また中堀に面する石垣も検出されている。

調査地は東ノ丸の米蔵丸南部および作事丸北部に比定できる。平成 7年の香川県教育委員会による

県民ホール小ホール建設に伴う調査 (以降H7県教委調査)では、突堤および艮櫓台石垣根石等が

検出されている。以上のように、城郭内でも東ノ丸は数次にわたる調査が行われ、遺構の変遷や各

調査区間の遺構の関連性がうかがえる地区である。

一方、絵図からも遺構を推測することができる。東ノ丸築造 (1671年 )以後の絵図は多数存在す

るが、いずれの絵図も城下町の様子はよくわかるが、城の内部を詳細に描いたものはほとんどない。

高松城内部が詳細にわかる資料としては、製作年代が不明な『高松城全図』だけである。『高松城

全図』は原本の製作年代は不明であるが、昭和 6年 4月 に神崎氏によって製作された写しである。

絵図の大きさは129× 234cmで、鎌田共済会郷土博物館が所蔵している資料である。

『高松城全図』の東ノ丸部分を見ると、北半の米蔵丸には東西に細長い建物が 5棟立ち並んでお

り、「倉庫」の記載が見られる。これらの倉庫についてはS60県教委調査で確認されている。また、

東ノ丸東隅には艮櫓およびそれより北東へ延びる突堤が描かれているが、これらについてもH7県

教委調査で確認されていることから、絵図はある程度信用できる資料と考えられる。

さて、今回の調査地の作事丸であるが、東ノ丸の南半に位置し、米蔵丸と区画するように線が引

かれている。また、作事丸の南東隅には巽櫓が描かれており、その櫓から北と西へ延びる線は築地

塀と思われる。作事丸の西辺にはこのような直線状の描写は無く、やや内に入った部分において曲

線状の線が描かれているが何を意味するかは不明である。以上から推測すると、作事丸は城郭内部

にあたる西側のみ開けた状態で、残りの 3方向については築地塀で囲われていたと考えられる。内

部の建物の状況であるが、まず作事丸の北東端から南へ延び中央付近で西へ折れ曲がる建物 (仮に

建物 1)、 さらに建物 1の西延長部分に存在する東西に細長い建物 (仮に建物 2)の 2棟が見られ

る。この 2棟については絵図に「作事舎」と記載されている。また、北部中央には凹凸の多い東西

方向に細長い建物 (仮に建物 3)が見られ、その建物の西端部分に南北に細長い建物が北と南に 1

棟ずつ (仮に北側を建物 4、 南側を建物 5)描かれている。さらに作事舎と記載された建物 1、 建

L
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物 2の南側にもL字状の建物 (仮に大きいものを建物 6、 小さいものを建物 7)が見られる。建物

6・ 建物 7については、南側に堀を渡る橋が描がかれており、門を伴う施設と考えられる。また、

建物かどうかは不明であるが、建物 3の周囲には小規模な構造物が描かれている。以上のような絵

図の描写であるが、この絵図とH7県埋文センター調査および今回の調査で検出した各遺構を比較

検討したい。

まず、作事丸の北辺であるが、H7県埋文センター調査では、調査区の中央で東西に細長い石列

状遺構が検出されている。これは絵図の描写と一致している。築地塀等の施設の存在が考えられ、

米蔵丸とは完全に区画されたことがうかがえる。同様の石列状遺構は米蔵丸の東辺にも見られ、こ

れも絵図の描写と一致する。しかしながら、作事丸の東辺には絵図上では築地塀が描かれているも

のの、調査では確認されていない。また、今回の試掘調査で確認された作事丸東辺の石列状遺構に

ついては絵図に描かれていない。

次に建物の配置であるが、H7県埋文センター調査では数多くの礎石が検出されているが、現段

階ではその復元作業まではなされていない。礎石は作事丸の北部と調査区の南端、つまり作事丸の

中央部分の 2箇所に密集しており、その間には全く認められず、空白となっている。また、今回の

調査ではSB-301、 SA-301と した礎石建物および礎石列を検出した。 SB-301は南北方向に

細長い建物で、その北側に接した状態でSA-301が東西方向に存在している。 この状況を絵図と

照合すると、まず建物 1であるが、L字状に曲がった建物は存在しないが、その南半部分の東西に

細長い建物は見られる。建物 3が存在したと思われる場所については、調査で最も礎石が密集した

部分であり、その規模等は絵図に近似する。 また、今回の調査で検出したSB-301はその形状お

よび検出場所から建 5に近似する。そうすると、SB-301の北側で検出したSA-301は建物 3の

南西端である可能性も考えられる。建物 2・ 4・ 6・ 7については調査区外になると考えられる。

絵図については正確に測量を行って描かれたものかどうかは疑わしく、建物の規模および配置状

況に若千の誤差があっても良いと考えられるが、形状についてはほぼ間違いなく描写されていると

考えられる。調査地の平面図と絵図をほぼ同一の縮尺にしてみると、絵図に比べ調査で検出された

建物群はやや東にかたよることがわかるが、建物 1の北半部分が検出されない以外は近似した建物

の形状および配列状況がうかがえる。現状では調査で確認された遺構と絵図は若千異なる点がある

が、基本的な建物配列はそう変わりないことから次の 2点の可能性が考えられる。まず第 1の可能

性としては、絵図と検出遺構が時期的にあまり隔たりがないことが考えられる。建物や諸施設の一

部が改築されているだけで、ほぼ基本的な構造が変化していないと考えられる。もう 1点の可能性

としては、時期的には隔たりがあるが、数次にわたる改築がなされたであろうが建物配列について

は変化しないでいたことも考えられる。

いずれにせよ、今回の調査では詳細な時期がわかる遺物はほとんど出上しておらず、遺構の年代

等に不明な点が多い。今後の周辺の調査およびH7県埋文センター調査の報告に期待したい。
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高松城跡調査歴一覧表

調査期間 調査原因 調査面積 調査地 概 要 調査機関 文献

1

1956. 3.31
;

1956.10. 8

重要文化財
高 松 城
修 理 工 事

水手御門
海手御門 奢〒禦粟屠霙憲根占F海

手御門の礎石。蹴放石・高高 松 市 1

1960. 2.16
∫

1990. 3.31

城
理
事

卿
秘

史
保
工

鞘  橋 鞘橋南入口と石垣間に木棚を検出。 高 松 市

3

1964. 2. 9
;

1964. 3.31

城
理
事

廟
秘

史
保
工

内堀石垣
中堀石垣

石垣裏込に墓石および鳥居を転用。 高 松 市

4

1985. 4。 15

;

1986. 5.31
県民ホール 6,047 米 蔵 丸 発露累雰暑登悉癌摂暑る送啓憲騒留pや

束門堀跡の香 川 県
教育委員会

5

1990. 5。 14

∫
1990. 6. 5

玉 藻 公 園
整 備 事 業

水手御門 握鎮竃羅露獲藷ヂ
査であり、水手御門から海に出る高 松 市

教育委員会

6

1994. 4.18
∫

1994. 6.30

県   立
歴史博物館

1,000 東
ノ 丸
中  堀 羅写箸蜜篠壇程露裂み握罐串嬌覆書事憲署名馨替選検出。

埋
調

一

県
財
タ

川
化
ン

香
文
セ

側
蔵
査

7

1995. 2. 7
∫

1995。  3.31

県民ホール
小 ホ ー ル

225 艮 櫓 台 突堤および艮櫓台石垣根石などを検出。
香 川 県
教育委員会

8

8
1995. 4. 1
∫

1996. 3.31

県   立
歴史博物館

5,000 東 ノ 丸
礎石建物跡・石列状遺構・石組み溝・井戸・水溜状
遺構などを検出。

醐香川県埋
蔵文化財調
査センター

9

1995。  12.1
;

1996. 3.31

高 松 港 頭
土 地 区画
整 理 事 業

大久保家 森合箸喬健磐窪易線矯疑留窃縮pヽ
松平初期にlMl香川県埋蔵文化財調

査センター

1996. 4. 1
∫

1997. 3.31

頭
画
業

港
区
事

松
地
理

高
土
整

3,639 武家屋敷 尾肇常識畠縁員ぞ尋酵讐:S貶寝苗壇権と羅儀任丘
埋
調

一

県
財
タ

川
化
ン

香
文
セ

団
蔵
査

1997. 6. 2
;

1997, 7.29

高松 港 頭
土地 区画
整 理 事 業

武家屋敷 憲程今霧冒込去を浪重∫
住穴および中世前期の貼石 埋

調

一

県
財
タ

川
化
ン

香
文
セ

財
蔵
査

県
校
館

川
響
帷

二査
局
Ｐ

武家屋敷 霰交饗宗夢豊走提業讐禿宅言え幹
出。上坑内には焼高 松 市

教育委員会

1997.11.17
∫

1997.12.26
娯繁養
事務所改築

作 事 丸 築地堀基礎跡や礎石建物などを検出。 豪育禁員雲本 書

1997.12. 3
玉 藻 公 園
整 備 事 業

地 久 櫓 鍋墾壕露写露騨解膳縮紹I剥転竜高 松 市教育委員会

1998. 3.
∫

1998. 6.

高   松
北 警 察 署

1,000 武家屋敷 詳細不明
埋
調

一

県
財
タ

川
化
ン

香
文
セ

側
蔵
査

未報告

1998. 4.16 三 越 増 床 武家屋敷 ξ謡搭2協肇2を之楚露襟塁掻詈ム泳婁信娠〓ど蜀
断した。

高 松 市
教育委員会

1998. 7. 8
∫

1998. 8。 11

玉 藻 公 園
整 備 事 業

三 ノ 丸 現状の石垣の内側80～ 90clllにおいて埋没石垣を検出。豪育禁員雲

文
高
高
員
員
員
員
員
文
員
文
員
員
員
文
員
文
員
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第80図 調査地周辺遺構配置図
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第81図  『高松城全図』写図
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『高松城全図』



第 2節 高松城東ノ丸出土丸瓦の変遷について
今回の調査で出上した遺物のほとんどが瓦であり、詳細な時期決定はできなかったが、逆に丸瓦

等の変遷を見ることができたので、若干の検討を加えたい。

今回の調査では生駒期までさかのばれる瓦は出土していないが、 S60県教委調査の東ノ丸下層石

垣資料があげられる。17世紀前半から東ノ丸築造 (1671年 )ま での資料と考えられる。報告書には

丸瓦が掲載されていないため、軒丸瓦をもって論じたい。石垣の裏込から出上した軒丸瓦は、内面

コビキA・ Bが混在し、布目が認められる。 長さ26～ 34cmとばらつきがあるが、大多数は29clllで

ある。幅は15～ 16cm、 高さ4.5～ 7 cmを測り、つくりは比較的分厚い。

続く資料として今回の調査地の瓦列状遺構があげられる。瓦列状遺構は東ノ丸築造後の資料と考

えられる。丸瓦の内面はコビキBに統一されるが、布目に加えゴザロが登場する。布日だけのもの、

布目十ゴザロ、ゴザロだけのものの 3種類が混在する。長さは28cm前後と均一化され、幅も12～ 14

cm、 高さ 6～ 6。 5cmである。

さらに同一遺構面であるが、やや後出すると思われるSK-509資料がこれに続く。 丸瓦の内面

はコビキBと ゴザロに統一される。長さは完形の丸瓦が出土していないため不明であるが、平瓦の

長さから推定すると24.5～ 28cm、 幅12～ 13cIIl、 高さ 5～ 6 cmである。

遺構面が変わって SK-4031こ なると小型が一層進行する。 長さ21～22cmと極端に短くなってい

る。幅は12～ 13cmと 変わらないが、高さは4.5～ 5.5 cmと 低くなっており断面形状は痛平になってい

る。内面はSK-509と 変わりなく、コビキBと ゴザロである。 供伴資料に桟瓦が見られ、この時

期以降、高松城において桟瓦が使用されたと考えられる。

以上のように、丸瓦については、コビキAか らBへの変化が生駒期におこり、布目からゴザロヘ

の変化が東ノ丸築造後間もない時期におこったことがうかがえる。こういった製作技法の変化に加

え、全期間を通じ、瓦の小型化がなされていることもわかる。特にSK-509か らSK-403の 間に

急速な小型化がなされていたと考えられる。丸瓦について法量の変化が認められるということは、

軒丸瓦、平瓦、軒平瓦についても同様の変化があったことがうかがえる。

以上のような変化が認められるが、今回の調査地は狭く、また供伴資料に乏しいため、今後の調

査結果を待ってさらなる検討を加えたい。
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第83図 高松城東ノ丸下層石垣出土瓦①
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第84図 高松城東ノ丸下層石垣出土瓦②
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高松城東ノ丸出土丸瓦編年表
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遺物観察表Na l

番号 器  幅 法  量 内 面 (凹面) 外 面(凹面) 色   調 ム
Ｈ 土 焼成

1 平   瓦 ナデ 板ナデ N5/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

3 平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ 板ナデ N3/0暗灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N6/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N6/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

平   瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平 瓦 コビキB、 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

22 平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

23 平   瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

24 平   瓦 ナデ 板ナデ N3/0暗灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N6/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

28 平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

29 平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

32 平   瓦 ナデ ナデ 2.5Y6/2灰黄

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

38 平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N5/0灰
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番号 器  幅 法  量 内 面 (凹面) 外 面(凹面) 色 調
ム
ロ 土 焼成

平 瓦 ナデ ナデ N5/0灰

42 平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 板ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N3/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N3/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 板ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N3/0灰

平 瓦 板ナデ 板ナデ N6/0灰

平 瓦 板ナデ ナデ N6/0灰

平 瓦 コビキB、 布日、ゴザロ ナデ N6/0灰

丸 瓦 コビキ B、 布目 ナデ N6/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 コピキB、 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N5/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ、布日 ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

70 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N5/0灰

丸 瓦 コピキB、 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

７
１ 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N3/0暗灰

丸 瓦 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

丸 瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 ナデ N5/0灰

軒 丸 瓦 コビキB ゴザロ N4/0灰

―
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遺物観察表Na 3

番号 器  幅 法  量 内 面(凹面) 外 面(凹面) 色   調 胎 土 焼成

軒 丸 瓦 ナデ ナデ N5/0灰

82 軒 丸 瓦 ナデ ナデ 2.5Y6/2灰黄

軒 丸 瓦 N3/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ 7,5Y4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N6/0灰

87 平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コピキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コピキB、 ゴザロ ナデ N5/0う更

丸   瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N6/0灰

平   瓦 ナデ 板ナデ N6/0灰

平   瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 101R6/2灰黄色褐

軒 丸 瓦 101R4/1褐灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキ B、 布目 ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コピキB ナデ 10YR4/1褐灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ N5/0灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ 2.5W/2灰黄

102 軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ、布日 ナデ N4/0灰

103 丸   瓦 ゴザロ、布目 ナデ 10YR4/1褐灰

丸   瓦 コビキB、 ゴザロ、布日 ナデ 7.5Y4/1灰

軒 丸 瓦 ナデ N4/0灰

Ａ
Ｖ 平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平 瓦 ゴザロ ナデ 101a4/1褐灰

軒 丸 瓦 10W/1灰白

軒 丸 瓦 2.5Y72灰黄

軒 丸 瓦 ヨビキB、 ゴザロ、布日 ナデ N4/0灰

112 軒 丸 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

丸   瓦 ゴザロ ナデ N5/0灰

平   瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 N4/0灰

120 軒 丸 瓦 N4/0灰

4

-86-



遺物観察表Nα 4

番号 器  幅 法  量 内 面(凹面) 外 面(凹面) 色 調
ム
画 土 焼成

軒 丸 瓦 N4/0灰

122 平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N5/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

０
と 平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

軒 丸 瓦 10Ⅶ73にぶい黄橙

132 軒 丸 瓦 10Ⅶ72にぶい黄橙

平 瓦 ナデ ナデ N3/0暗灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ 7.5Y5/1灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ N5/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキ B、 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

肥前 系皿
復死底径4.5m
yF`存言1_R師 施釉、胎土目 無釉 2.5Y71灰白

142 平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ ナデ 10Y4/1灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N3/0暗灰

軒 丸 瓦 コビキ B、 布目 ナデ N3/0暗灰

軒 丸 瓦 コビキB ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 コビキ B、 布目 ナデ N3/0暗灰

軒 丸 瓦 N3/0暗灰

軒 丸 瓦 N4/0灰

軒 丸 瓦 N4/0灰

152 軒 丸 瓦 コビキB ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 ナデ ナデ N6/0灰

軒 丸 瓦 布日、ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 2.5Y3/2灰黄

軒 丸 瓦 ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB、 ゴザロ、布目 ナデ N4/0灰

丸 瓦 コビキB ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

平 瓦 ナデ 板ナデ N4/0灰

,

一
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遺物観察表Nα 5

番号 器  幅 法  量 内 面(凹面) 外 面(凹面) 色   調 胎 土 焼成

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ N4/0ラ【

軒 平 瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 丸 瓦 N4/0灰

軒 丸 瓦 N4/0灰

軒 丸 瓦 ナデ ナデ 5Y4/1う更

軒 丸 瓦 N4/0灰

軒 丸 瓦 ゴザロ、ナデ ナデ 2.5Y6/1黄灰

軒 丸 瓦 ヨビキB、 ゴザロ、ナデ ナデ 10Ⅶ 6/2灰黄褐

丸   瓦 ゴザロ ナデ 10Ⅶ 6/31こぶい黄橙

丸   瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N4/0灰

172 丸   瓦 コビキB、 ゴザロ、ナデ ナデ N4/0暗灰

173 丸   瓦 ゴザロ ナデ N4/0灰

備前焼播鉢 枷
輸

信 目 横ナデ 2.5釈4/2灰赤 やや粗 良

平   瓦 ナデ ナデ N4/0灰

軒 平 瓦 ナデ ナデ N3/0灰

丸 瓦 ゴザロ、ナデ ナデ N4/0灰

ウ
‘ 丸   瓦 ゴザロ、ナデ ナデ N3/0灰

，
１ 九   瓦 ゴザロ、ナデ ナデ、漆喰付着 N3/0ラ疋

丸   瓦 コビキB、 ゴザロ ナデ N3/0ラK

丸   瓦 コビキB、 ゴザロ、ナデ ナデ 2.5Y6/20こう罵

桟   瓦 ナデ ナデ N3/0灰

平 瓦 ナデ ナデ N5/0灰

平   瓦 ナデ ナデ N5/0灰

備 前 焼 鉢 ロクロナデ ロクロナデ 5YR5/31こなミい赤褐 やや密 良好

肥前 系碗 施釉 高台無釉 10Ⅶ3/3暗褐 密 良好

肥前 系碗 施釉、胎土目 高台無釉 2.5Y5/2暗灰黄 密 良

備前焼橋鉢 橋 目 横ナデ 51RG/1褐灰 良好

肥 前 系 碗 圏線 1条 圏線 2条、車花文 灰白 密 良好

土 師器 皿 ナデ ナデ 51R74にぶい橙 やや密 良

瀬戸美濃系皿 施釉 施釉、 トチン痕 5W/3浅黄 密 良好

肥 前 系 皿 施釉 施釉 透 明 やや密 良好

弥生土器壷 タテハケ 10釈72にぶい黄橙 密 良好

サ ザ エ

平 瓦 (薦) ナデ ナデ N4/0灰

道 具 瓦 ナデ 線刻 (巴文 ?) N4/0灰

肥前 系碗 用」=色目 用咋邑目 褐灰 密 良好

肥前 系皿 ナデ ナデ 10Y8/3浅黄橙 やや粗 良

製塩 土 器 タテヘラケズリ 5Ⅶ5/3にぶい赤褐 やや粗 良

200 キ セ ル
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1 調査前全景 (北東から)

2 SA-301検出状況(東から)
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3 第 3遺構面完掘状況 (北から)

4 第 6遺構面完掘状況 (南から)
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7 瓦出土状況

SK-509(南から)
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9 瓦列検出状況 (東から)

10 瓦列実測風景
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